


　
未来へ繋がる子どもたちが、健やかに生きていけるように
食と土・地球環境を整え、元に戻る暮らしを農と食を通してお伝えしています。
毎月かまどで朝ごはん、お弁当の日、素朴おやつの会など、開いています。
マルシェなどにも出店することもあります。
畑に来てくだされば、収穫して計り売りもしています。

2008 年 食育団体もぐりんを設立、みそ作りをたくさんの親子に伝える
2011 年より自然農法で畑をはじめ、農を中心とした暮らしに。
2020 年長野県農村生活マイスター認定
畑のお野菜を使った「からだもココロも喜ぶお料理」を
樂しみながらお伝えしています。
発酵乳酸飲料の「ミキ」を使った発酵ごはんのレシピを開拓中

長野県農村生活マイスター・日本食育インストラクター
ミキ伝道師・畑の料理教室 もぐキッチン主宰
元保育士・食育インストラクター
おむすびやおや もぐりん代表　酒出 佐登美

     連絡先Mail：mog39@icloud.com

おむすびやおや もぐりん

ちょっくら職業体験プロジェクト
　
　「ちょっくら」は、昨年の七月より
活動しているボランティアの市民団体です。
「ちょっくら」は、職業体験を通して
障がいのある子どもたちが地域に馴染みながら
地域の人たちとつながり、仕事を受け入れて
くれる側も子ども側もお互いあるがままを受け入れ、
共に生きていくことのできる共生社会を目指しています。

この活動には、職業体験をしたいと希望する
障がいを持つ子どもと、その子どもを支える保護者の協力、
お仕事体験を受け入れてくれる企業者さんや行政機関
（町立保育園や図書館等）職業体験を支えてくれる
サポーターさんの相互関係に基づく活動となっています。

現在、実際に活動している子どもが一人（図書館、
ツルヤさん、音楽家、警察署での活動）、
これから活動しようとしている子どもが一人います。
コロナ禍の現在ではありますが、ちょっとずつ
活発的に行っています。皆様のご協力とご理解のほど
よろしくお願いします。



「ボランティアセンター」とは、専門の知識を
持った「ボランティアコーディネーター」が、
地域の様々なボランティア活動に関する
情報の提供や参加の促進、保険の受付など、
さまざまな支援を行うところです。

御代田町では「ハートピアみよた」内に設置され
皆様の地域での活動を支援していますが、
ここでは現在ボランティアセンターに登録し
活発に活動している団体を紹介していきます。
登録希望団体は、「ハートピアみよた」まで。

　TEL 0267-32-1100　小山岳夫・山田翔太
　　　     　　　　　伊藤智恵子・横谷貴大

　
「御代田ふれあいファーム」が始まり、
今年で 2年目になりました。
去年よりも畑の面積が大きくなり、
ふれあいファームに来る仲間も増えて、
賑やかな場所になっています。
穴を掘ったり、駆け回っては転んだり、
虫を取ったり、花を取ってきて差し出す
子供達の瞳は、キラキラ輝いています。
そんな子供達を見守る親御さんたちの交流や、
ご近所さんと物々交換をしたりと、
地域に密着した取り組みになっています。
畑と心を耕しながら、これからも笑顔あふれる
「御代田ふれあいファーム」を続けていきます
ので、どうぞ気軽に遊びに来てください。

    連絡先  Mail：ruralfarm@gmail.com 

　　　
おとなもこどもも学べる、地域をつなぐ場づくりを、
御代田町を中心に主催する団体「みよたぐらし」です。
守っていきたい暮らしの文化、繋げていきたい生活の知恵、
自分自身と対峙して健やかに過ごせる時間を、
場づくりを通して作っていきます。

        連絡先Mail：miyotagurashi.contact@gmail.com

みよたぐらし

御代田ふれあいファーム

地域の方々の参加と、ハートピアみよたや
やまゆり作業所との協働で、御代田町産の
ライ麦ストローをつくっています。
自然を大切にし、環境に優しい持続可能な
御代田町への願いを込めて、町内外の多くの
方々にライ麦ストローを届けたいと思います。

  連絡先Mail：miyota.ryestraw@gmail.com

                  MIYOTA
ライ麦ストロープロジェクト

御代田町
ボランティア地域活動センター
御代田町
ボランティア地域活動センター



買い物代行サービス
始めました！

最初に

会員登録後

最初に「えんじょるの」の
サイトから、ボランティア登録を
してください。

買い物を代行する人 買い物を頼みたい人

代金と謝礼（一回￥500目安）を
先払いか配達時に、買い物代行者へ
　　　　お支払いください。

最初にこちらに電話して
利用者登録をしてください
担当者が説明に伺います。
御代田町社協福祉係
               0267-32-1100
         ( 平日 9:00 ～ 17:00)

午前中に代行登録者全員に「買い
物リクエストメール」が届きます。
その日のうちに買い物代行できる
場合は、メール下のリンクを
クリックします。

配達が完了したら、最後に
終了報告をメールしてください。

代金を先払いしてもらう場合は、
買い物前に一度買い物希望者宅へ
伺います。立替えの場合は、
買い物をしてから配達します。

買い物してもらいたい日の午前中
（平日 AM8:00 ～ 12:00 の間）に
登録時にお知らせする電話番号
（自動応答）に電話をします。
買い物代行者は選べません。

買い物代行してくださる方から
16:00 までには電話が来ます。
注文内容と代金の支払い方法等を
お伝えください。
店舗は町内のツルヤか西友です。

えんじょるの 検索

あなたの優しい援助を
お待ちしています！

https://enjorno.com/

詳しく知りたい方は
御代田町社協福祉係
TEL 0267-32-1100 まで
平日 9:00 ～ 17:00

「えんじょるの」とは、その日に欲しい物があるのに買い物が行けない時、
その日に買い物に行く人が代わりに買って届けてくれる、ネットを使ったシステム。
御代田町社協は、このシステムを使って有償の買い物代行サービスを始めました。
困ったときはお互い様の精神で、あなたもちょっとやってみませんか？
利用者も買い物代行者も登録制ですが、電話とスマホで簡単にできちゃいます！

「えんじょるの」とは、その日に欲しい物があるのに買い物に行けない時、
その日に買い物に行く人が代わりに買って届けてくれる、ネットを使ったシステム。
御代田町社協は、このシステムを使って有償の買い物代行サービスを始めました。
困ったときはお互い様の精神で、あなたもちょっとやってみませんか？
利用者も買い物代行者も登録制ですが、電話とスマホで簡単にできちゃいます！

買い物希望者の連絡先と配達先が
メールで届きますので、連絡先に
電話をして、希望内容（買い物
内容や代金立替えか先払いか等）
を聞き取ります。
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ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て

                      　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

神
津 

浩
子

　

御
代
田
町
身
体
障
が
い
者
協
会
の
会
員
に
な
っ
て
か
ら

十
年
以
上
経
ち
、
毎
年
お
誘
い
を
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
Ｂ
＆
Ｇ

の
体
育
館
で
、
や
ま
ゆ
り
作
業
所
の
皆
さ
ん
と
総
勢
六
十

名
ほ
ど
の
参
加
の
中
、
ボ
ッ
チ
ャ
・
輪
投
げ
・
宝
釣
り
等

身
体
に
も
心
に
も
優
し
い
競
技
を
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
私
は
宝
釣
り
の
景
品
（
お
菓
子
、
パ
ン
等
）
に
ク
リ

ッ
プ
を
付
け
る
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
が
、
数
も
多
く
そ

れ
ら
の
景
品
や
参
加
賞
等
の
買
い
物
だ
け
で
も
大
変
な
労

力
だ
な
ぁ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
、
役
員
の
方
の
大
変
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
競
技
は
参
加
賞
の
軍
手
を
全
員
は
め
、

コ
ロ
ナ
対
策
も
万
全
で
、
私
達
の
笑
顔
の
た
め
に
隅
々
ま

で
心
を
か
け
て
運
営
さ
れ
て
い
る
町
、
Ｂ
＆
Ｇ
、
協
会
の

執
行
部
の

皆
様
に
本

当
に
頭
が

下
が
り
ま

し
た
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　

訪
問
【
お
話
し
相
手
】
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

傾
聴
の
会　

加
藤 

公
文

　

私
ど
も
は
十
一
年
前
か
ら
、
主
に
町
内
の
高
齢
者
施
設

に
お
伺
い
し
て
、
お
話
し
相
手
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
六
〇
～
七
〇

代
の
女
性
で
、
常
時
十
名
ほ
ど
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
時
間
の
傾
聴
活
動
を
、
年
間
で
四
百
回
ほ
ど
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど
活
動
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
移
動
が
制
限
さ
れ
、
話

し
相
手
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
時
期
に
活
動
で
き
ず
、

大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
三
密
を
避
け
る
た
め
に
も
、
施
設
で
は
な
く
、

個
人
の
お
宅
に
訪
問
し
て
、
お
話
し
相
手
を
す
る
活
動
に

移
行
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

月
に
二
～
三
回
、
一
回
当
た
り
一
時
間
、
時
間
を
決
め

て
定
期
的
に
訪
問
し
ま
す
。
茶
菓
の
接
待
や
交
通
費
は
不

要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
お
話
の
内
容
は
口
外
し
ま
せ
ん
か
ら

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
お
話
し
相
手
を
す
る
だ
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

が
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
町
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
だ
さ
い
。

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
由
美
子

　

六
十
歳
で
仕
事
を
辞
め
た
時
、
毎
日
暇
で
何
を
し
て
い

い
の
か
分
か
ら
ず
、
せ
っ
せ
と
図
書
館
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
毎
日
行
っ
て
い
る
う
ち
に
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
と
仲
良

く
な
り
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
私
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

出
会
い
で
し
た
。

　

最
初
は
、
図
書
館
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
。
絵
本
も

本
も
大
好
き
で
す
の
で
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
な
が
ら

色
々
教
え
て
い
た
だ
き
、
図
書
館
か
ら
、
保
育
園
、
児
童

館
、
小
学
校
な
ど
へ
と
読
み
聞
か
せ
の
輪
が
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
朗
読
の
楽
し
み
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、
地
域
の
サ
ロ
ン
や
図
書
館
な
ど
で
読
ま
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
の
中
で
子
供
た
ち
と
の
触
れ
合
い
は
と
て

も
楽
し
く
喜
び
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
よ
り
自
分

の
為
だ
と
し
み
じ
み
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

人
様
の
間
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
そ
れ
な
り

に
勉
強
も
し
ま
す

し
、
緊
張
も
し
ま

す
。
腹
式
呼
吸
で

な
け
れ
ば
、
長
文

は
読
め
ま
せ
ん
。

認
知
症
予
防
に
も

な
る
か
な
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
多
く
規

制
の
あ
る
中
で
も

日
々
楽
し
く
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き

感
謝
で
す
。

東原児童館（ひだまりっこ）



門
松
（
か
ど
ま
つ
）
は
、
一
年
の
幸
福
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
神
様
に
、
家
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
目
印
と
な
る
正
月
飾
り
。
ご
存
知
で
す
か
？

門
松
と
は

・　
お
正
月
に
や
っ
て
く
る
歳
神
様
が
迷
わ
ず
家
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
の
目
印
と
な
る
も
の

・　

歳
神
様
が
降
り
て
こ
ら
れ
た
後
、
宿
る
依
り
代(

よ
り
し
ろ)

に
な
る
も
の

・　

一
年
の
幸
せ(

昔
は
五
穀
豊
穣)

を
願
う
も
の

・　

長
寿
を
願
う
も
の

こ
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
正
月
飾
り
で
す
。
ち
な
み
に
門
松
は
松
飾
り
、
飾
り
松
、
立
て
松
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

門
松
を
お
正
月
に
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
安
時
代
の
宮
廷
儀
礼
の
「
小
松
引
き
」
と
い
う
行
事
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
に
は
「
初
子(
は
つ
ね)

」
と
呼
ば
れ
る
、
一
年
の
最
初
の
「
子
の
日
」
に
野
に
出
て
宴
を
す
る
文
化
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
に
子
供
が
松
を
根
ご
と
引
っ
こ
抜
い
て
、
そ
の
松
を
玄
関
に
飾
っ
た
の
が
門
松
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

起
源
を
見
て
み
る
と
、
今
の
門
松
の
主
役
は
竹
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
実
は
松
が
重
要
な
素
材
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ち
な
み
に
竹
が
門
松
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
室
町
時
代
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
武
家
も
商
家
も
農
家
も
宮
廷
行
事
に
倣
い

家
の
入
り
口
に
門
松
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
、
江
戸
時
代
に
は
か
な
り
豪
勢
な

門
松
も
見
ら
れ
ま
す
。

門
松
の
基
本
的
な
構
成
は
松
、
竹
が
基
本
で
す
。

門
松
の
松

◇　

松
は
古
来
よ
り
神
様
が
宿
る
木
と
考
え
ら
れ
て
い
る

◇　

松
は
生
命
力
が
強
く
千
代
・
千
年
の
齢
と
さ
れ
、
長
寿
の
木
と
考
え
ら
れ
て
い
る

◇　

松
は
神
を
祀
る(

ま
つ
る)

と
い
う
言
葉
に
つ
な
が
る

◇　

松
の
葉
は
上
を
向
き
、
さ
ら
に
神
様
を
「
待
つ
」
と
い
う
言
葉
に
つ
な
が
る

門
松
の
竹

◇　

竹
は
万
代
を
ふ
る
も
の
と
し
て
長
寿
を
願
う
も
の

◇　

竹
は
成
長
が
早
く
、
生
命
力
の
象
徴
、
繁
栄
の
象
徴
と
さ
れ
る

　　　                                                                    

（
引
用　

神
仏
ネ
ッ
ト
）

紙
の
門
松
に
つ
い
て

近
年
、
次
代
の
辺
文
神
様
へ
の

信
仰
心
が
薄
ら
ぎ
、
迎
え
の
時
期
・

方
向
が
簡
略
化
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
、

生
活
改
善
・
山
林
愛
護
な
ど
に
よ
り
、

ご
ぼ
う
注
連
を
玄
関
の
左
右
に
、

前
掛
け
注
連
を
真
ん
中
に
飾
る
家
が

多
く
な
っ
て
き
た
。
門
松
を
印
刷
し
た
紙
片
が
配
布
さ
れ
、
玄
関
や

門
柱
な
ど
に
、「
紙
の
門
松
」
を
張
る
家
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
御
代
田
町
誌
　「
民
俗
編
」　P256

〜257

　
よ
り



御代田町社会福祉協議会

御代田町共同募金委員会

社会福祉法人

賀
正

御代田町社会福祉協議会

御代田町共同募金委員会

社会福祉法人

賀
正

「紙の門松」
この「紙の門松」は、皆様の共同募金で作成しました。

裏面に点線を引いてあるので、切ってお使いください。
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